
 

 

このつどいは、福祉のあり方を映像やお話しの中から感じとって

いただき、ノーマライゼーションの考え方を含め住民福祉を更に推

進していくために開催します。 

 そこで今回は、膠原病の合併症で脊髄を損傷し車椅子生活となる

が、息でピアノのペダルを操作できる補助装置の開発により、再び

プロ演奏家として復帰し、去る１０月３日 カナダで開催された、

国際障害者ピアノフェスティバルで最高賞の金メダルに輝いた 

山崎理恵さんに演奏と、お話をうかがいます。 


